
２０２２年度 環境経営レポート
（対象期間：2022年3月1日～2023年2月28日）

作成日：2023年12月30日

有限会社 小井口自動車工業
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１．

２．

３． 環境関連法令を遵守します。

４．

５．

制定日：

改定日：

環境経営方針

＜環境経営理念＞

   ｢民話のふるさと」として全国にも知れるこの地で、環境負荷の大きい車産業に係わる私

たち有限会社小井口自動車工業は、この豊かな自然環境に感謝と誇りの念を持ち、一人ひと

りが自主的な環境保全の意識を持って環境負荷低減に向けた活動を行い、常に“人と地球と車

にやさしい”自動車販売、整備事業所を目指し、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活

動に自主的・積極的に取り組みます。

＜環境保全への行動指針＞

事業活動において資源を大切にして電力と自動車燃料のCＯ2削減、省エネルギーや資源

循環などに取り組みます。又、水資源の有効利用のために節水に取り組みます。

2019年7月30日

代表取締役

小井口　淑子

⑤リサイクル部品の積極的な活用により資源の循環に取り組む。

⑥日常的に自家水の水量をチェックすることにより漏水や無駄な使用が無いよう努める。

⑦工場内及び工場周辺の公道を含めた定期的な清掃による自然環境の保全に努める。

⑧事務用品等のグリーン購入を促進し循環型社会に貢献する。

環境方針を全ての社員に周知徹底し環境保全に関する知識の向上に努めるとともに、環

境活動レポートを一般にも公表します。

2009年2月15日

環境汚染を未然に防止しながら環境に配慮した経営を継続し常に改善します。

次の事項を具体的なテーマとして効果的に取り組みます。

①環境負荷の少ない燃料の積極利用と利用車の優先利用。

②社用車でのエコ運転の徹底。

③電器器具及び照明器具等のスイッチの徹底管理。

④ユーザー車の定期点検実施率の向上を図り車の性能維持による燃費の向上に努める。



本社

責任者

担当者

21042 万円

14 人

8300.91 ㎡

3月1日～2月28日

□組織の概要

同上

専務取締役 小井口 幹

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

岩手県遠野市鶯崎町1-10

（２）所在地

代表取締役 小井口 淑子

有限会社 小井口自動車工業

（１）名称及び代表者名

FAX：0198-62-3156

TEL：0198-62-3154

（４）事業内容

□認証・登録の対象組織・活動

活動：

対象事業所：

登録組織名： 有限会社 小井口自動車工業

本社

自動車の販売・車検・整備及び関連商品の販売 ・損害保険の販

売、自動車リース及びレンタカー・ロードサービス

自動車の販売・車検・整備及び関連商品の販売 ・損害保険の販売、自動車リース及びレ

ンタカー・ロードサービス

延べ床面積

従業員

売上高

（６）事業年度

（５）事業の規模

□事業や製品（商品）の紹介

車両運送（事業ナンバー取得済み）

２４時間３６５日ロードサービス対応（ＪＡＦ・損保各社ロードサービス）

レンタカー（短期・⾧期）

自動車リース（法人・個人）

損害保険の販売（あいおいニッセイ同和損保・東京海上日動・JA・こくみん共済）

自動車関連商品の販売・取付

大型自動車・特殊自動車の整備

自動車の整備・販売（三菱・スズキを中心に全メーカー対応）



小井口 未来 小井口 幹

事務所 大型工場 小型工場

木村 理絵 沖舘 省吾 菅田 一善

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者

小井口 淑子

環境管理責任者

小井口 幹

環境委員会 環境事務局

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門⾧ ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

役割・責任・権限

代表者（社⾧） ・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
・環境経営方針を定め、誓約する。
・実施体制を構築する。
・全体評価の見直し・指示をする。



□中期環境経営目標（２０２１年度～２０２３年度）

※2018年～2020年平均値 

排出物廃棄物の削減

水使用量の削減

基準値※単位項目
2023年2022年2021年

中期計画

化石燃料使用量の

削減（軽油）

化石燃料使用量の

削減（ガソリン）

電気使用量の削減

二酸化炭素排出量

削減

kWh

kg-CO2 89,763

83,210
82,378

（基準値より1％減）

4,301
（基準値より1％減）

化石燃料使用量の

削減（灯油）

87,070

排出物廃棄物の削減

（一般廃棄物）

（産業廃棄物）

320

L

L

L 4,344

8,683

5,976

548

1,753

2,547

24

396

万円

台

kg

kg

kg

㎥

リサイクル部品の

活用

法定点検の普及

化学物質使用量管理

400
（基準値より1％増）

323
（基準値より1％増）

87,968
（基準値より2％減）

81,546
（基準値より2％減）

4,257
（基準値より2％減）

1,735
（基準値より1％減）

2,522
（基準値より1％減）

24
（基準値より1％減）

8,596
（基準値より1％減）

5,916
（基準値より1％減）

543
（基準値より1％減）

88,865
（基準値より1％減） （基準値より3％減）

80,714
（基準値より3％減）

4,214
（基準値より3％減）

1,718
（基準値より2％減）

2,496

8,509
（基準値より2％減）

5,856
（基準値より2％減）

537
（基準値より2％減）

8,423
（基準値より3％減）

5,797
（基準値より3％減）

532
（基準値より3％減）

404
（基準値より2％増）

326

408
（基準値より3％増）

330
（基準値より3％増）

1,700
（基準値より3％減）

2,471
（基準値より3％減）

23
（基準値より3％減）

（基準値より2％増）

（基準値より2％減）

24
（基準値より2％減）



単位
2018-2020

年度平均
2021年度 2022年度 2023年度

kg-CO2 89,763 70,173 68,742

kg 1,753 0 0

kg 2,547 200 7,360

㎥ 548 228 358

0.519

水使用量

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数

□主な環境負荷の実績

項目

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量（一般）

廃棄物排出量（産廃）

89,763

70,173 68,742
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□環境経営目標及びその実績
2018-2020

年度平均
2022年度 2022年度 2022年度 2023年度

単位 基準年
基準年2％削

減/増加目標
実績

※達成率

（％）
目標

537

1,718

2,496

24

87,968

81,546

4,257

8,509

5,865

◎

◎

◎

◎

◎

◎

326

◎

×

◎

△

◎

404

415

150

－

34

143

127

85

128

144

112

101

123

326

404

87,968

81,546

4,257

8,509

5,856

537

1,718

320

396

24

2,547

1,753

4,344

83,210

89,763 68,742

56,821

3,799

台

L

L

㎥ 358

8,388

4,744

2,496

24

0

7,360

16.5

343

化学物質使用量管理

水使用量の削減

排出物廃棄物の削減

（一般廃棄物）

kg

化石燃料使用量の

削減（灯油）

548

5,976

8,683

排出物廃棄物の削減
kg

（産業廃棄物）

評価判定定義 ◎：100％以上、〇：90～100％、△：80～90％、×：80％以下

年度

項目

2022年度

評価

二酸化炭素排出量

削減

電気使用量の削減

※削減目標達成率(％)＝目標値/実績値×100、増加目標達成率(％)＝実績値/目標値×100

法定点検の普及

リサイクル部品の

活用

kg-CO2

kWh

L

kg

万円

化石燃料使用量の

削減（ガソリン）

化石燃料使用量の

削減（軽油）



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画











□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無

道路運送車両法 自動車分解整備事業、指定自動車整備業

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

騒音・振動規制法 空気圧縮機の設置・変更届

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

自動車リサイクル法 使用済み自動車、引き取り業者・フロン回収業者・解体業登録等

高圧ガス保安法 フロン回収用ボンベの容器再検査、所有者の表示 

□外部からの環境上の苦情・要望等

特にありませんでした。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定：水害防止訓練

■実施日：2022年11月7日 13:00～13:30 ■実施場所：工場内

消防法（危険物） 少量危険物貯蔵の許可、届出、基準の遵守 

水質汚濁防止法 洗浄設備

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

■実施状況の様子

大雨時排水溝から水が溢れて工場内に水が浸水しないように

早めの判断で水門を閉める工具で水門を閉めにいく                        

■参加者：
小井口淑子・沖舘省吾・多田昭・阿部修久・阿部政広・菅田一善・松舘斉・

佐々木金男・木村理絵・小井口未来・新田勝彦・萬屋裕道・菊池千春

■実施内容： ☐通報訓練 ☐消火訓練 ☐避難訓練 ☑防止訓練

■評価： 問題なし 手順書の変更の必要性：☐あり ☑なし



□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

エコアクション21の取り組みを意識しながら事業を進めておりますが、様々な物が値上がり

しておりコストが増加傾向にあり、コスト増をどう転換していくかを考えていかないといけ

ない。エコが節約に繋がることを意識しながら、作業手順が増えることなく仕事の改善も進

め、エコアクションの目標の達成と共に努めていきたい。

エコアクション21の取り組みを通じてSDGｓ、脱炭素への取り組みへ繋げていけるように、

相互に意識して進めていきたい。

◇実施体制他◇その他

◇環境経営目標・環境経営計画◇環境経営目標・計画の達成状況

変更なし

目標は達成しているのでこのまま継続す

る。

実施体制他

環境経営目標・計画

環境経営方針 ☑変更なし  □変更あり

☑変更なし  □変更あり

☑変更なし  □変更あり

様々な物が値上がりしており、コストが増

加傾向にある。

◇環境方針

2023年12月29日

 【前回の指示への取組結果】

＜見直し・指示＞＜情 報＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化

大きく変更はしないが今後も傾向を注視し

ていく。



□これまでの環境活動の紹介

定期的に工場周辺の清掃作業を実施しております。


